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                         2013年 10月 16日 
 

東京都中央区晴海一丁目 8 番 10 号 
株 式 会 社 メ ン バ ー ズ 
代 表 取 締 役 社 長  剣 持  忠 

（コード番号 ： 2130） 
 

メンバーズ、Facebook、Twitter、Google＋、LINE等 

企業のソーシャルメディア公式アカウントの一括運用代行を行う 

「エンゲージメント・マーケティング・センター」のサービス提供を開始 

 

株式会社メンバーズ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：剣持 忠、以下「メンバーズ」）は、企業と生活者と

のエンゲージメントの創出と最大化を支援するために、企業が運用する複数のソーシャルメディア公式アカウント

の一括運用代行を行う「エンゲージメント・マーケティング・センター」のサービス提供を開始いたしますのでお知ら

せいたします。 

 

■「エンゲージメント・マーケティング・センター」サービス開始の背景 

日本国内での Facebookの月間アクティブユーザー数は 2,100万人、LINEの登録者数は 4,500万人を超える

などソーシャルメディアの普及に伴い、企業のマーケティング活動にソーシャルメディアを活用することの重要性が

高まっています。企業のソーシャルメディア公式アカウントは、企業の情報発信拠点としての役割だけではなく、生

活者との対話を行う重要なコミュニケーションの場であり、情報発信や生活者との対話を通して、生活者との接点

を創出し、ファンと企業との緊密度合いを意味するエンゲージメントの強化を図ることが企業のマーケティング活動

にとって重要な施策となっています。 

その一方で、「社内連携がうまくいかず業務効率が悪い」「複数存在するソーシャルメディアアカウントの運用品

質が管理しきれていない」「横断的な効果測定ができていない」など、多くの企業がソーシャルメディアの公式アカ

ウント運用業務に課題を抱えています。 

 

■エンゲージメント・マーケティングとは 

 メンバーズは、ソーシャルメディアを活用した企業のマーケティング活動のあるべき姿を “企業や商品の理念

を伝えることにより、その理念に共鳴して自発的に活動する人々を巻き込み、より大きな社会的価値を共創する活

動”として、「エンゲージメント・マーケティング」と定義しております。 

このたび、メンバーズでは、企業と生活者がお互いの理解をより深め、共感することで、より大きな社会的価値を

創出し、共により良い世界を創り出していく社会の実現を目指し、企業のソーシャルメディア公式アカウントを一括

運用することで企業と生活者のエンゲージメントを強化する「エンゲージメント・マーケティング・センター」のサービ

ス提供を開始することとなりました。 

 

■「エンゲージメント・マーケティング・センター」のサービス概要 

メンバーズの「エンゲージメント・マーケティング・センター」は、エンゲージメント・マーケティングを推進すること

を目的として、企業が保有する複数のソーシャルメディア公式アカウントを一括で

運用し、企業と生活者のエンゲージメントを継続的に向上させるサービスです。 



                     
 

 

 

2 

News Release 

○サービスの特長 

１．企業ブランドとソーシャルメディア活用の目的を十分に理解した「エンゲージメントマネージャー」が企業のエ

ンゲージメントの最大化に責任を持ち、ソーシャルメディアの活用成果を出すための PDCA サイクルを実現しま

す。 

２．各ソーシャルメディアを熟知した専門スタッフが、ソーシャルメディア毎の特性に合わせてエンゲージメントを

強化・向上するノウハウを提供します。 

３．メンバーズの地方拠点との連携により大規模な運用体制を構築し、企業のソーシャルメディア公式アカウント

運用を一括して支援することで、企業内でのノウハウ・成功事例の共有や運用業務の一括化によるコスト削減を

実現します。 

○具体的なサービス内容 

・Facebook、Twitter、LINE、Google＋、Youtubeなど、主要なソーシャルメディアが運用対象 

・公式アカウントから発信するコンテンツ（投稿や動画）の企画、制作、投稿オペレーション代行 

・Twitterアカウントや Facebookページのコメント欄でのユーザーコミュニケーション代行および監視 

・エンゲージメントを最大化するための各ソーシャルメディア運用を一括した効果検証レポーティング 

・海外向けの公式アカウントの開設や運用代行 

○企業による導入イメージの一例 

企業広報ならびに複数の商品ブランド毎のソーシャルメディア公式アカウントが存在し、それぞれの担当毎に各

ソーシャルメディア公式アカウントを運用している企業が「エンゲージメント・マーケティング・センター」のサービ

スを導入した場合の事例です。ソーシャルメディアの公式アカウントを一括運用することで、エンゲージメント最

大化とコスト削減を実現します。 

商品ブランドA 商品ブランドB 商品ブランドC企業広報

運用業務の委託

Facebook
Twitter
Google＋

Facebook
Twitter
Youtube

Facebook
Twitter
LINE

・スペシャリストによるノウハウの提供や成功事例の企業内共有によるエンゲージメントの最大化
・発信情報の一括管理による最適なコミュニケーション設計の実現とブランドのコントロールの強化
・運用オペレーションや監視業務、コンテンツ制作業務の一括発注によるコスト効率化

「エンゲージメントマネージャー」が企業全体でのコミュニケーション設計を行います

企業Aのソーシャルメディアアカウント

Facebook Twitter Youtube

Google＋ LINE

各メディアのスペシャリスト 運用オペレーション体制

メンバーズの地方拠点（ウェブガーデン仙台）と
連携した運用体制の構築

エンゲージメント・マーケティング・センター

 



                     
 

 

 

3 

News Release 

■導入費用、期間等 

顧客企業の要望に合わせ相談の上、決定いたします。 

 

※Facebook は Facebook Inc. の商標です。 

※Twitterは、Twitter,Incの商標または登録商標です。 

※Google+及び Youtubeは、Google,Incの商標または登録商標です。 

※LINEは、LINE株式会社の商標または登録商標です。 

※その他製品名は、各社の商標または登録商標です 

 

■株式会社メンバーズ（証券コード：2130） 

所在地：東京都中央区晴海一丁目 8番 10号 

晴海アイランド トリトンスクエアオフィスタワーX  37階 

代表者：代表取締役社長 剣持忠 

資本金：7億 7,329万円 

Facebook：http://www.facebook.com/Memberscorp 

U R L：http://www.members.co.jp/ 

Twitter：http://twitter.com/Members_corp 

 

■本リリースに関するお問い合わせ 

株式会社メンバーズ  経営企画室  

広報担当 岡田   

TEL 03-5144-0660 / mail: press@members.co.jp 

http://www.facebook.com/Memberscorp
http://www.members.co.jp/
http://twitter.com/Members_corp
mailto:press@members.co.jp

